








要約:子どもの事故の発生頻度の年次推移について検討を行った。わが国において、戦後、

事故による死亡率は年々減少しており、事故の発生率も減少し良い方向に向かっていると

考えられていた。 しかし、今回の検討により、事故による死亡率は減少しているものの、

要入院事故発生率、外来受診事故発生率はこの 20 年間減少していないことが明らかにな

った。これらのことより、わが国において子どもの系統的な事故防止対策事業を早急に実

施すべきであると結論された。


